
№１

対象事業
①地域の課題の解決を図るための
コミュニティの立ち上げ

団体名
二ツ井宝の森林(やま)プロジェク
ト実行委員会

のしろ日本語学習会

事業名
軽トラとﾁｪｰﾝｿｰで間伐材等搬出事
業

ふれあい交流事業（のしろ日本語
学習会　第16回盆踊り大会）

申請補助率 ２／３ １／２

申請補助金額 480,000円×2/3＝320,000円 564,850円×1/2≒282,000円

事業内容

日時：
6～7月→事業概要説明
　　　　ﾁｪｰﾝｿｰの操作技術研修等
8～9月→事業参加者登録
10～11月→間伐材搬出
内容：
関伐期を迎えても手入れされてい
ない杉を、副業規模で搬出して、
火力発電所の原料にするシステム
を確立する。

日時：9月1日（土）午後6～9時
場所：けやき公園
内容：
県内在住外国籍住民とその家族・
日本語支援ボランティア・日本人
地域住民による盆踊りを行い、親
睦を深める。国際交流は誰もが参
加出来ることを知ってもらう機会
になる。今回は震災の避難者の方
たちを招待する。

審査会の
主な意見等

・ＣＢの初のケースということも
あり、「木都能代」の誇りを掛け
て、ぜひ頑張ってほしい。
　
・計画が曖昧な気もするが、「ま
ずやってみる」という姿勢を心か
ら応援したい。
　
・この事業が継続でき｢コミュニ
ティビジネス｣に出来たら画期的
だと思う循環型社会形成に繋げて
欲しい。

・町の山もあるなら、個人の山よ
り先に係った方が良いのではない
か？

・二ツ井の商工会とも話し合って
いくとのことだったが、まず、森
林組合との話し合いが必要なので
はないのか。

・計画に関して、もっと練る必要
があると感じている。

・街の人たちに「日本語学習会」
の存在を知ってもらい、外国籍の
家族が能代で暮らしやすくなるた
めにという点、評価できる。

・交流の機会が少ない中での活動
というのが良い。

・避難者の受け入れに、優しさが
あります。

・より多くの方々との連携が重要
であり、努力してほしいと思いま
す。

・これからも続けていくことが大
事だと思いました。
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②地域資源を活用した市民参画型のイベント等



№２

対象事業
②地域資源を活用した市民参画型
のイベント等

③その他市民参画による自主的な
まちづくりを推進する事業又はそ
の準備事業

団体名 社団法人能代青年会議所 子どもの芸術体験広場実行委員会

事業名 「ｽﾍﾟｼｬﾙｸﾘﾆｯｸ　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ」 みんなの芸術体験広場

申請補助率 １／２ １／２

申請補助金額 上限　300,000円 143,150円×1/2≒71,000円

事業内容

日時：8月25日（土）26日（日）
場所：アリナス
内容：
小学生以上を対象に能代工業佐藤
信長監督やノーザンハピネッツの
選手らによるバスケットボールク
リニックを開催する。幅広い層を
対象にしたことによりバスケの普
及、技術向上を見込む。

日時：7月14日(土)/1月13日(日)
場所：青少年ホーム/中央公民館
内容：なつ(ふゆ)の芸術体験広場
若い親や子どもたちは、地域の大
人たちとの接点が少なく、孤立し
がちになっている。地域の大人た
ちが一緒に芸術体験する事により
豊かな人間性を育むきっかけとし
たい。

審査会の
主な意見等

・能代工業「みんなのバスケ」事
業との連携が出来そうである。

・子どもたちの「バスケット」に
対する意識を高める効果があると
思う。

・底辺人口を増やすということ
が、「バスケの街」をうたえるよ
うになる最大のことだと思う。

・アリナスへの宿泊ということだ
が宿泊費については、参加者負担
にするのが望ましいと思うが？

・初めての人も経験者も参加出来
ると言うのが良い。

・地域、親子、子ども同士の連携
がとれていて評価できる。

・キバ提灯は文化の継承として、
大いに役立つと思う。

・｢木都能代｣をアピールできる
し、体験する事は重要である。

・木の学校での｢灯篭｣づくり作業
は交流するいい機会だと思うの
で、考えてみてはどうか。

・紙を張る前の｢キバ｣を、紙と
セットにした「キット」として販
売する事も良いアイディアではな
いか。
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